
■統計若しくは統計的研究の成果又はその概要等

□調査票情報の提供を受けた者の氏名又は名称

□調査票情報の提供を受けた者（個人に限る。）の職業、所属その他の当該者に関する事項

□提供した調査票情報に係る統計調査の名称

□提出された統計若しくは統計的研究の成果又はその概要

□上記統計の作成又は統計的研究を行うに当たって利用した調査票情報に係る統計調査の名称、年次、
　当該調査票情報の地域の範囲その他の当該調査票情報を特定するために必要な事項

□学術雑誌等の名称及び掲載年月日

調査名：経済センサス‐活動調査票及び名簿情報

年　次：平成２４年及び平成２８年

地　域：全国
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調査名：工業統計調査票及び名簿情報

年　次：平成１７年～平成２２年、平成２４年～平成２６年、及び平成２９年～２０２０年

地　域：全国

企業組織とマネジメントに関する研究ため、工業統計調査及び経済センサス‐活動調査の調査票
情報を利用して、製造業の生産性の向上や決定要因、産業内や企業内の資源配分、不確実性に対
する対応に係る実証的な検証を試みた。また、本研究は主に科学研究費プロジェクトであるが、
帝国データバンクのデータベースを利用して行う学術研究も含むため、一橋大学経済学研究科・
帝国データバンク　企業・経済高度実証研究センターのプロジェクトの一部ともなっていた。
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